
はだの議会だより〘5〙平成 24年（2012年）8月12日（日）第205号

継続審査…付託された委員会の審査が会期中に終了しない議案などについて、議会の議決により閉会中に審査を継続すること。議会用語解説

　

６
月
定
例
会
で
は
、３
件
の
陳
情
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
議
案
２
件
が
議
員
か
ら
、１
件
が
委

員
会
か
ら
提
出
さ
れ
、原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

（
陳
情
・
意
見
書
の
全
文
掲
載
は
紙
面
の
都
合
上
、省
略
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
全
文
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。）

陳

情

意

見

書

・

生
活
で
き
る
最
低
賃
金
を

少
人
数
学
級
の
実
現
を

再
生
可
能
な

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
の
転
換
を

　平成 24 年９月定例会での請願・陳
情は、開会日から３日目の９月 10日
（月）午後５時までに提出されたもの
が対象となります。
　書式例等は、秦野市議会ホームペー
ジに掲載しています。なお、提出の際
は、事前に議会事務局（82－9652）
へご連絡をお願いします。

請願・陳情の提出について 継
続
審
査
と
な
っ
た
陳
情

▼
環
境
産
業
常
任
委
員
会

平
24
陳
情
第
８
号　
峰
の
台
自
治
会
内

の
悪
臭
を
悪
臭
防
止
法
に
定
め
ら
れ
て

い
る
規
制
値
以
内
に
収
め
る
よ
う
秦
野

市
長
に
勧
告
を
求
め
る
陳
情

議会のうごき
○５月
16日（水）	・代表者会議
	 ・議員連絡会
	 ・議会運営委員会
	 ・議会活性化特別委員会
○６月
４日（月）	・議会運営委員会
７日（木）	・市議会第２回定例会開会【傍聴者なし】
	 ・代表者会議
	 ・臨時議員連絡会
	 ・議会活性化特別委員会
11日（月）	・本会議（議案審議）　　【傍聴者なし】
	 ・代表者会議
	 ・議会運営委員会
12日（火）	・本会議（一般質問）　　【傍聴者 19 人】
13日（水）	・本会議（一般質問）　　【傍聴者 33 人】
	 ・代表者会議
14日（木）	・本会議（一般質問）　　【傍聴者 41 人】
15日（金）	・総務常任委員会　　　　【傍聴者 13 人】
18日（月）	・文教福祉常任委員会　　【傍聴者１人】
19日（火）	・環境産業常任委員会　　【傍聴者１人】
20日（水）	・都市建設常任委員会　　【傍聴者１人】
21日（木）	・文教福祉常任委員会　　【現地調査】
22日（金）	・議会活性化特別委員会　【傍聴者なし】
28日（木）	・議会運営委員会　　　　【傍聴者１人】
	 ・市議会第２回定例会閉会【傍聴者９人】
	 ・議会運営委員会
	 ・議会報編集委員会
29日（金）	・秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第２回定例会
○７月
13日（金）	・代表者会議
	 ・議員連絡会
	 ・議会活性化特別委員会
	 ・文教福祉常任委員会　　【現地調査】
	 ・環境産業常任委員会　　【傍聴者４人】
○８月
３日（金）	・議会報編集委員会

＜６月定例会で審議した議案等の議決結果＞
議案等番号 議　　案　　等　　名 議決結果
議案第 21 号 秦野市印鑑条例等の一部を改正することについて 原 案 可 決

（賛成全員）

議案第 22 号 秦野市特別職職員の給与等に関する条例の一部を改正することについて 原 案 可 決
（賛成多数）

議案第 23 号 専決処分の承認について（秦野市市税条例の一部改正） 承 認
（賛成全員）

議案第 24 号 戸籍の証明書、住民票の写し等の引渡し等を取り扱う郵便局の指定について 原 案 可 決
（賛成多数）

議案第 25 号 市道の変更について 原 案 可 決
（賛成全員）

報 告 第 ８ 号 平成23年度秦野市一般会計継続費繰越計算書 報 告

報 告 第 ９ 号 平成23年度秦野市一般会計繰越明許費繰越計算書 報 告

報告第 10 号 平成23年度秦野市一般会計事故繰越し繰越計算書 報 告

報告第 11 号 平成23年度秦野市下水道事業特別会計継続費繰越計算書 報 告

報告第 12 号 平成23年度秦野市下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書 報 告

報告第 13 号 秦野市土地開発公社の経営状況について 報 告

報告第 14 号 財団法人秦野市スポーツ振興財団の経営状況について 報 告

報告第 15 号 財団法人秦野市学校建設公社の経営状況について 報 告

報告第 16 号 専決処分の報告について（市道の管理瑕疵に係る損害賠償） 報 告

議提議案第１号 秦野市議会議員の定数を定める条例の一部を改正することについて 原 案 可 決
（賛成多数）

議提議案第２号 少人数学級の実現、教育予算の増額、義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を
求める意見書の提出について

原 案 可 決
（賛成多数）

議提議案第３号 最低賃金制度の充実に関する意見書の提出について 原 案 可 決
（賛成多数）

委 員 会 提 出
議 案 第 ２ 号 再生可能な自然エネルギー政策への転換を求める意見書の提出について 原 案 可 決

（賛成全員）

平
24
陳
情
第
６
号　
原
子
力
発
電
依
存

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
か
ら
の
脱
却
に
向

け
、
国
に
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳

情▼
願　
意

　

福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
事
故
の
教

訓
か
ら
、
原
子
力
発
電
依
存
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
を
改
め
、
再
生
可
能
な
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
、

ま
た
、
浜
岡
原
子
力
発
電
所
は
再
稼
働

さ
せ
ず
廃
炉
に
向
け
て
検
討
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
国
に
意
見
書
を
提
出
し
て

ほ
し
い
。

▼
審
査
状
況

　

こ
の
陳
情
は
、
今
定
例
会
に
お
い
て

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
も
の

で
す
。

意
見　
平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
に
伴
っ
て
起
き
た
福

島
第
１
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
踏
ま

え
、
原
子
力
発
電
に
依
存
し
な
い
再
生

可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
の
転

換
を
図
る
こ
と
を
、
我
が
国
は
目
指
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

意
見　
東
海
地
震
の
想
定
震
源
域
に
あ

る
浜
岡
原
子
力
発
電
所
は
、
活
断
層
の

上
に
立
地
し
て
お
り
、
地
震
に
よ
る
事

故
が
危
惧
さ
れ
る
た
め
、
早
急
に
廃
炉

に
す
べ
き
で
あ
る
。

意
見　
原
子
力
発
電
所
の
在
り
方
に
つ

い
て
は
、
国
内
の
総
発
電
量
の
中
で
考

え
る
べ
き
で
あ
り
、
即
時
撤
退
は
、
経

済
的
な
影
響
が
あ
ま
り
に
も
大
き
す
ぎ

る
た
め
、
段
階
的
に
縮
小
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
廃
炉
や
再
稼
動
に

つ
い
て
は
、
幅
広
い
分
野
の
専
門
家
に

よ
り
、
慎
重
に
判
断
さ
れ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

委
員
会
提
出
議
案
第
２
号　
再
生
可
能

な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
の
転
換
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
に
伴
っ
て
起
き
た
福
島
第

１
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
検
証
も
踏

ま
え
、
原
子
力
発
電
依
存
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
を
改
め
、
再
生
可
能
な
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
図
る
よ
う
、
国

に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
議
決
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

平
24
陳
情
第
５
号　
神
奈
川
県
最
低
賃

金
改
定
等
に
つ
い
て
の
陳
情

▼
願　
意

　

神
奈
川
県
最
低
賃
金
の
諮
問
・
改
定

を
早
期
に
行
い
、
「
同
一
価
値
労
働
同

一
賃
金
」
の
観
点
に
立
ち
、
フ
ル
タ
イ

ム
正
規
雇
用
労
働
者
の
賃
金
水
準
へ
の

接
近
を
基
本
に
、
非
正
規
雇
用
労
働
者

賃
金
の
改
定
を
図
る
こ
と
、
特
定
最
低

賃
金
の
改
定
に
つ
い
て
も
、
大
企
業
の

組
織
労
働
者
の
賃
金
水
準
へ
の
接
近
を

基
本
に
そ
の
改
定
を
図
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
、
国
に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ

し
い
。

▼
審
査
状
況

　

こ
の
陳
情
は
、
今
定
例
会
に
お
い
て

環
境
産
業
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

も
の
で
す
。

意
見　
生
活
保
護
基
準
以
下
と
言
わ
れ

る
年
収
２
０
０
万
円
以
下
で
、
生
活
が

苦
し
く
結
婚
や
出
産
が
で
き
な
い
人
が

増
加
し
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
追
い
打

ち
を
か
け
て
い
る
。
ま
た
、
精
神
疾
患

の
人
が
10
年
間
で
１
・
６
倍
に
増
え
、

自
殺
者
も
後
を
絶
た
な
い
状
況
な
ど
を

考
慮
す
る
と
、
で
き
る
限
り
最
低
賃
金

を
フ
ル
タ
イ
ム
正
規
雇
用
労
働
者
の
水

準
に
近
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
。

意
見　
生
活
保
護
の
在
り
方
が
国
で
議

論
さ
れ
て
お
り
、
最
低
賃
金
の
改
定
に

は
慎
重
に
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

景
気
が
落
ち
込
ん
で
い
る
現
状
で
は
、

賃
金
が
安
く
て
も
雇
用
の
拡
大
が
優
先

で
あ
る
と
考
え
る
た
め
、
こ
の
陳
情
に

は
反
対
す
る
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

採　
　

択
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

採　
　

択
（
賛
成
多
数
）

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

議
提
議
案
第
３
号　
最
低
賃
金
制
度
の

充
実
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て▼
要　
旨

　

雇
用
環
境
が
依
然
厳
し
い
状
況
下
、

低
賃
金
層
が
増
大
し
て
い
る
た
め
、
神

奈
川
県
最
低
賃
金
の
諮
問
・
改
定
を
早

期
に
実
施
し
、
フ
ル
タ
イ
ム
正
規
雇
用

労
働
者
の
賃
金
水
準
へ
の
接
近
を
基
本

と
し
て
、
「
生
活
で
き
る
最
低
賃
金
」

と
な
る
よ
う
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
る

こ
と
に
つ
い
て
、
国
に
意
見
書
を
提
出

す
る
も
の
。

▼
議
決
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

平
24
陳
情
第
７
号　
子
供
た
ち
に
豊
か

な
学
び
を
保
障
す
る
た
め
に
、
少
人
数

学
級
の
実
現
、
教
育
予
算
の
増
額
、
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡

充
を
求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

子
ど
も
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
き
め
細
か
な
教
育
を
実
現
し
、
豊
か

な
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
少
人

数
学
級
の
実
現
と
学
級
規
模
の
弾
力
化

を
推
進
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
国

に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
議
決
結
果

　

本
会
議　

採　
　

択
（
賛
成
多
数
）

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

議
提
議
案
第
２
号　
少
人
数
学
級
の
実

現
、
教
育
予
算
の
増
額
、
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
学
び
を
保
障

す
る
と
と
も
に
教
育
を
取
り
巻
く
環
境

の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、
少
人

数
学
級
の
実
現
、
教
育
予
算
の
増
額
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
・
拡

充
に
つ
い
て
、
国
に
意
見
書
を
提
出
す

る
も
の
。

▼
議
決
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）


